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   A 54-year-old male who noticed a growing mass in his right inguinal region one month 

earlier visited our clinic with a pigeon-egg sized, hard elastic, and movable mass with an 

unsmoothed surface. The removed mass was  4  x  2  x  2.  5 cm, weighed  11.5 g and its cut surface 

was greyish white. The histopathological diagnosis was primary lipogranuloma. Postopera-

tive course was uneventful with no sign of recurrence one year later. 
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緒 言

1950年 にSmetanaとBernhard1)は,脂 肪 織 の特

有 の 肉 芽 腫反 応 で あ るsclerosinglipogranuloma

を発 表 し,そ の 原因 は外 傷 あ る いは 皮 下 組 織 へ の パ ラ

フ ィ ンな ど の異 物 注 入 に よ っ て起 こ る反 応 と考 え た.

泌尿 器 系 臓 器 に 発 生 す るsclerosinglipogranulo-

maは まれ な もの で あ るが,最 近 わ れ わ れ は 外 傷 あ る

いは 異 物 注 入 な どの 既 往 の な い右 ソ径 部 無 痛 性 腫 瘤 の

摘 出物 が病 理 組 織 学 的 にsclerosinglipogranuloma

と診 断 され た1症 例 を 経 験 した の で 報 告 す る.

症 例

大 ○謙 ○ 殿,54歳,男 性

主 訴:右 ソ径 部 腫 瘤

既往歴:特 記すべきことはない

家族歴:特 記すべ きことはない

現病歴:1982年6月 初旬,右 ソ径部に栂指頭大の腫

瘤に気付いたが,腫 瘤は無痛性で増大傾向もないので

放置していた.し か し,き がか りなため1982年7月12

日当科を訪れた,局 所には,右 ソ径部の精索にそって

大きさ約4x2×2.5cmの 硬い表面凹凸不整の腫瘤を

触知しえた.

入 院時現症'身 長169.2cm,体 重76kg,体 温

37.0℃,血 圧160/104mmHg,脈 拍62/min体 格一

普通,顔 色良好,胸 部 ・腹部ともに異常所見はない.

睾丸 ・副睾丸は左右とも正常である.

諸検査成績:血 液 ・生化学 ・尿検査などに異常なく,

胸部X線 およびIVPな どにも異常を認めない.

発熱 ・疹痛もな く炎症所見に乏しいため,右 精索腫
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Table1

報告者 年齢 発生部位 臨床症状 診断 治療 病理組織像

高橋 ・ほ か(1980)43陰 嚢内中央部 陰嚢内腫瘤

高橋 ・ほか(1980)37陰 嚢内中央 部 陰嚢 内腫瘤

稲積 ・ほか(1980)45左 陰嚢内 左陰嚢内 悪性 腫瘍無痛性腫瘤

自験例(1982)51右 ソ径部 右ソ径部
無痛性腫瘤

精索腫瘍

摘除術

摘除術

高位除睾術
兼
左後腹膜腔
リンパ節廊清

右高位除睾術

scler。singlipogranuloma

sclerosinglipogranuloma

lipogranuloma

sclerosinglipogranuloma

瘍を疑い,1982年7月22日 右高位除睾術を施行した.

手術所見:腫 瘤は外 ソ径輪部に接する精索に発生し,

精管とは離れて存在 し,周 囲組織 とは明瞭に境され関

連はみ られなかった.腫 瘤は大 きさ3×2.5cmで 表

面は凹凸不整で硬 く,割 面は充実性で灰白色を呈して

いた(Fig.1,2).

病理所見:組 織学的には,悪 性腫瘍細胞は認められ

ず,脂 肪織を巻 き込む ような状態で著 しい肉芽腫形成

が認められた.乾 酪壊死と類上皮細胞はみ られないが,

異物型およびラ氏型巨細胞が多数散見され,全 般に組

織球反応が強く,同 時に線維性成分がきわめて豊力・で

あった.な お,抗 酸菌染色 およびPAS反 応 も検索

したが結果は陰性であった(Fig.3).

以上が本腫瘤の病理組織学的所見であるがこのよう

な反応に対しては,従 来 より多くの同義語が使用され

てきた.わ れわれはsclerosinglipogranulomatSる

語に相応する所見と考え,こ れを使用したが,一 種の

pseudotumorと い うべ きものと考えられる,

術後の経過は良好で,手 術後10日 で退院した.そ の

後約1年 が経過しているが,現 在でも再発はみ られて

いない.

考 察

脂肪組織にみられる肉芽腫には,1926年Abriko-

soff2)'の 報告以来Fettgranulom,lipophages

granuloma,nodularpanniculitis,lipogranuloma

な どさまざまの名称が用いられ,そ の成因については

とくに病理学者の注 目を集めてきた.

病理組織学的所見は経過により3期 に分けられてい

る.す なわち第1期 は脂肪細胞の変性 ・壊死と好中球

・リンパ球を主とした細胞浸潤のみられる時期であ り,

第H期 は組織球 ・泡沫細胞 ・巨細胞を混ずる脂肪肉芽

腫形成の時期であ り,第 皿期は線維化をともな う脂肪

小葉の萎縮を示す時期である.

lipogranulomaの 原因としては,皮 下への異物注

入,油 性薬物の注射,副 腎皮質ホルモンの使用,外 傷

や温熱による影響などがあげられている.し かし本症

例においては,特 定の原因が求められなかった,

泌尿器系に 発生する このようなsecondarylipo-

granulomaは 比較的多 く報告されているが3・4),本症

のように 原因となる ような 既往歴の ないprimary

lipogranulomaは まれで,わ れ われが調べ えた本

邦文献では過去10年 間に3例 報告されているに過 ぎな

い5・6)、自験例を含めた4症 例の臨床像 ・診断名 ・治

療法 ・組織像の概略は,Table1の ごとくで ある.

年齢は37～51歳 で,平 均44歳 であ り,全 例とも陰嚢

内またはソ径部に無痛性腫瘤を認めている.2例 は診

断名が記載されていないが,い ずれ も悪性腫瘍を疑

い根治療法をおこなっている.病 理組織像はscleros-

ingliPogranulomaで あった.稲 積ら6)も述べている

ように,本 症例は十分に触診 してもなお鑑別がむずか

しいので,悪 性腫瘍として処置するのが妥当であった

と考えられる.

結 語

精 索 に 発 生 した 稀 有 な るprimarylipogranuloma

の1例 を 報 告 す る と と もに,文 献 的 考察 を お こな っ

た.

なお,本 症例 につ いては第414回 日本泌尿器科学会東京地

方会で報告 した.

文 献

1)SmetanaHFandBernhardWISclerosing

Iipogranuloma,ArchPathol50:296～325,

1950

2)AbrikossoffA:Ueberd且espontanauftre-

tendeFettgewebsnekroseundFettgranulome.

ZblPath38=542～546,1926

3)NewcomervD,GrahamJH,schaffertRR

andKalpanL=SclcrosingLipogranuloma

resultingfromexogenousjipids・Arch

Dermatol73=361～372,1956

4)oertelYcandJohnsonFB:Sclerosing



374 泌尿紀要30巻3号1984年

lipogranulomaofmalegenitalia.Arch

PatholLabMed101:321～326,1977

5)高 橋 陽 一 ・飛 田 収 一 ・山 内 民 男 ・真 田 俊 吾:陰 嚢

内sclerosingIipogranulomaの2例.日 泌 尿

会 誌71:430,1980

6)稲 積 秀 一 ・鈴 木 唯 司=左 陰 嚢 内 脂 肪 肉芽 腫 の1例.

日泌尿 会 誌71:1111,1980

(1983年8月15目 受 付)

馨蓼.

■グリチル リチン製剤

享 性疾患

慢性肝疾患に・…・

夢里力木オミ/7アL_ゲ γ γ_
●作用

抗 アレルギー作用,抗 炎症作用,解

毒作用,イ ンターフェロン誘起作用,

お よび肝細胞障害抑制 ・修復促進作用

を有 します。

●用法 ・用量

症状により適宜増減。

健保適用

●適応症
健保略称 強ミノC

ア レルギー性疾患(喘 息,藩 麻疹,湿 疹,ス

トロフルス,ア レルギー性鼻炎 など)。 食中毒。

薬物 中毒,薬 物過敏症,口 内炎。

慢性肝疾患 における肝機能異常の改善。 、

1日1回,1管(2ml,5ml,ま た は20ml)を 皮 下 また は静 脈 内 に注 射
。

慢 性 肝疾 患 に は,1目1回,40mlを 静 脈 内 に注 射 。 年 齢t症 状 に よ り適宜 増 減。

包装20ml5管 ・30管,5mZ5管 ・50管,2ml10管 ・100管
※使用上 の注意は,製 晶の添付文 轡 をご参照 下 さい。

●内服療法には 』梶閣 督1盟 属
錠二号

包装1000錠,5000錠

財 難 ミノファrゲ ン製 薬本舗(〒160)東 京都新宿区四谷3-2-7




